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昨今の有機合成が、複雑な化合物をつくるというターゲット指向の研究
から機能性創出等の目的指向の研究に移り変わり、「作りづらいものを
無理してでも作る」ことをチャレンジとする機運が損なわれつつある中、
我々の研究室ではあえて「一癖ある」天然物を研究対象として取り上げ、
その合成研究に取り組んできた。本講演では、合成に挑みつつも失敗
に失敗を重ねた経験と、そこから学んだ有機化学について解説する。
特に分子の対称性に注目し、そこからひねり出したアイデアにより課題
を解決し、目的物の合成に成功したいくつかの例について紹介したい。
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天然物合成、試行錯誤
〜分子の対称性に着目した合成戦略の立案〜


